
（津幡町）

うち当該年度の森林
環境譲与税（千円）

うち基金取崩額
（千円）

うち他の財源
（千円）

意向調査
森林環境整備促進事
業

2,365 2,365 0 0
森林の現況把握、森林経営管理法に基づく意
向調査の実施等を民間事業者に委託。

意向調査実施面積：145ha

その他（森林整備）
森林環境整備促進事
業

407 407 0 0
森林の現況把握、森林経営管理法に基づく森
林境界明確化、経営管理権集積計画作成等を
民間事業者に委託。

森林境界明確化面積：2.3ha
経営管理権集積計画作成面
積：2.3ha

木造公共建築物の整
備等

森林環境整備促進事
業

3,397 3,397 0 0
役場新庁舎や河合谷宿泊体験交流施設におい
て地元産木材を活用した木製ベンチの設置や
木質製テーブル、椅子等の購入

庁舎設備の木造化
（木材使用量７m3)

公有林整備
森林環境整備促進事
業

2,282 2,282 0 0
過去に森林経営計画が策定されたことのない
森林を対象に、間伐や路網整備（竹林伐採）

竹林伐採面積（0.3ha）

その他（森林整備）
森林環境整備促進事
業

657 657 0 0 森林経営管理を行う必要経費

 基金積立（森林整
備等）

森林環境整備促進事
業

171 171 0 0
今後増大すると予想される森林経営管理法に
基づく市町村自らによる森林整備（市町村森
林経営管理事業）に備えた積立

【ワンフレーズ】
　所有者不明森林の賦存状況が明らかとなる
とともに、所有者９５人の経営管理集積計画
の意向を伺うことができ、来年度の意向調査
計画の方針を知ることになった。

【詳細】
　意向調査の結果、68%の回答があり、河合谷
地区における森林経営管理制度について理解
していただき、周知することができた。
　この結果を基に森林境界の明確化、集積計
画の作成に努め、森林経営管理制度に基づく
森林整備に繋げていきたい。
　令和元年度に意向調査を実施した上大田地
区森林整備計画を進めるため町に委ねる意向
を示した約２haに森林境界の明確化、集積計
画を作成し、森林整備を進めていきたい。

新庁舎が運用開始し町民が集う町民プラザ
に、地元産木材を活用した木製ベンチの設置
やテーブル等を設置し、持続的かつ波及効果
の高い普及を図るなど、森林整備の促進に寄
与することができた。

令和３年度は井上小学校の玄関扉に地元産材
を利用し間伐材等の促進や、町立保育園に素
材としての木の良さを感じ、ものづくりの楽
しさを知り関心を持ってもらう講座を実施す
る計画です。

森林整備の促進を図るため令和元年度の基金
を一部取り崩し、森林整備に充当すると共
に、当該年度事業の残額は令和３年度の森林
整備事業に使用するため、基金に積み立て
た。

令和　２　年度森林環境譲与税の使途について

事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容 実績 税導入の効果（総括）



■津幡町における令和２年度森林環境譲与税の主な活用実績 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役場西棟 町民プラザ 

役場西棟 町民プラザ 

役場福祉センター棟 

大ホール前 

（木材利用の促進） 
役場庁舎や河愛の里キンシューレにおいて、石川県産木材を活用した家具を設置 

河愛の里キンシューレ 

玄関ホール 


